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東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
〜
東
名
間
）
の
地
中
拡
幅
部
工
事
の
談
合
情
報
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意

書

本
年
三
月
三
十
日
の
決
算
行
政
監
視
委
員
会
に
お
い
て
、
私
は
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
〜
東
名
間
）
の
地
中
拡
幅

部
工
事
の
談
合
情
報
」
を
質
問
し
た
。
後
日
、
国
土
交
通
省
の
担
当
者
よ
り
「
発
注
者
で
あ
る
東
日
本
高
速
道
路
会
社
お
よ
び

中
日
本
高
速
道
路
会
社
は
、
受
注
業
者
の
選
定
作
業
を
停
止
し
、
公
正
取
引
委
員
会
お
よ
び
警
察
に
通
報
を
お
こ
な
い
、
国
土

交
通
省
に
も
そ
の
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
」
と
の
説
明
を
受
け
た
。

そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。

一

談
合
情
報
が
事
実
で
あ
っ
た
場
合
、
談
合
に
か
か
わ
っ
た
共
同
事
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
に
参
加
し
て
い
る
企
業
す
べ
て
が
指
名

停
止
の
対
象
と
な
る
の
か
、
ま
た
、
指
名
停
止
期
間
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

二

談
合
情
報
が
事
実
で
あ
っ
た
場
合
、
技
術
提
案
を
お
こ
な
っ
て
き
た
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
等
が
指
名
停
止
と
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
う
る
。
入
札
の
や
り
直
し
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
期
間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

三

地
中
拡
幅
部
の
工
事
は
国
交
省
な
ど
が
設
置
し
た
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
で
も
「
世
界
で
も
類
を

見
な
い
規
模
の
、
技
術
的
困
難
さ
を
伴
う
工
事
」
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
技
術
提
案
し
て
い
る
ゼ
ネ
コ
ン
等
Ｊ
Ｖ
以
外

一



に
、
同
等
の
安
全
レ
ベ
ル
の
技
術
提
案
が
で
き
る
事
業
者
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
何
社
程
度
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
。

四

か
り
に
、
再
入
札
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
に
、
現
在
、
技
術
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
安
全
レ
ベ
ル
が
よ
り
低
い
技

術
提
案
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

五

地
中
拡
幅
部
工
事
の
談
合
情
報
に
も
と
づ
き
、
受
注
業
者
の
選
定
作
業
も
停
止
と
な
る
な
か
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路

（
関
越
〜
東
名
間
）
の
建
設
は
き
わ
め
て
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
東
京
外
か
く
環
状
道
路
建
設
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


